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▽
健
康
課
（
新
城
保
健
セ
ン

タ
ー
）（
℡
23
‐
8
5
5
1
）

日
時　

10
月
12
日
㈫
午
前

　
　
　

10
月
18
日
㈪
午
前

場
所　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
・
費
用

　
胃
が
ん　
　
　

５
０
０
円

　

大
腸
が
ん　
　

３
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん　

５
０
０
円

　

子
宮
が
ん　
　

５
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

５
０
０
円

　

（
40
歳
代　

６
０
０
円
）

　

結
核
・
肺
が
ん　
　

無
料

そ
の
他

◆ 

前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の

男
性
が
対
象
で
す
。

◆ 

40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診

は
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
行
い
ま
す
。

◆ 

が
ん
検
診
は
年
度
に
１
回
の

受
診
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
29
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時
、
午

後
１
時
〜
３
時

場
所　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　

①
一
般
健
康
診
査

②
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

③
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
細
胞
診
）

※
②
③
は
希
望
者
の
み

対
象

Ⓐ
昭
和
57
年
４
月
１
日
〜
平
成

15
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な

い
男
女

Ⓑ
昭
和
57
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
生
活
保
護
世

帯
の
男
女

定
員　

１
５
０
人

費
用
　
１
，０
０
０
円（
③
は
別

途
５
０
０
円
）

　
　
　

Ⓑ
の
方
は
①
が
無
料

そ
の
他

◆
託
児
な
し

◆
４
月
以
降
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
、
ま
た
は
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
た

方
（
予
定
の
方
）
は
②
、

③
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
結
果
に
応
じ
て
後
日
結
果

説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
15
日
㈮
〜
令
和
４

年
１
月
31
日
㈪

場
所　

市
内
実
施
医
療
機
関

　
　
　
（
事
前
に
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

◆ 

65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望
す

る
方
（
10
月
上
旬
ご
ろ
案

内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。）

◆ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の

あ
る
方
（
接
種
時
に
、
障

害
者
手
帳
ま
た
は
主
治
医

の
診
断
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。）

費
用
　
１
，５
０
０
円（
接
種
し

た
医
療
機
関
で
支
払
い
）

そ
の
他

◆
生
活
保
護
世
帯
の
方
と
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
申
請
で
自
己
負
担
金

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
該
当

の
方
は
、
予
防
接
種
を
受

け
る
前
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、

福
祉
課
で
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
。

◆
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

19
歳
〜
39
歳
の
健
診
（
要
申
込
）

◉
検 

診

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

ピンクリボン月間
◉
お
知
ら
せ

５
３
５
８
２
５
８
６
８

ID お
知
ら
せ
保
健

　国立研究開発法人国立がん研究センターによる
と、日本人女性の11人に１人が乳がんを発症する可
能性があると言われています。今回は、乳がん早期
発見のための自己触診の仕方を説明します。
月に１度、自己触診
　日頃の自分の状態を知っておくと、変化に気づき
やすいです。

　乳房や脇の下などにしこりや皮膚の変化、乳頭か
ら血が混じった分泌物が出るなど異常を感じたら、
専門医へ受診しましょう。
２年に１度の乳がん検診をしましょう
　しこりにならない乳がんもあるので、
定期的な検診で早期発見しましょう。

①見て
　鏡の前に立ち、頭の後ろで手を組み、色や形を見る。
②さわって
　４本指で「の」の字を書くように、指先で軽く
なでるように、しこりの有無を調べる。
③つまんで
　指で乳頭の根元を軽くつまんで、分泌物が出な
いか調べる。
④横になって
　仰向けに寝て、背中の下に低めの枕か畳んだタ
オルを入れて、乳房や脇の下などをさわり、しこ
りを調べる。


